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究
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報
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〕

モ
ン
ゴ
ル
佛
典
研
究
会

研
究
会
代
表　

阿
部　

真
也

本
研
究
会
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
仏
教
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
研

究
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
二
十
五
年
前
か
ら
続

い
て
い
る
『
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
史
』
モ
ン
ゴ
ル
語
原
本
の
ロ
ー
マ
字
転

写
、
翻
訳
お
よ
び
訳
注
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
写
本
は
、
か

つ
て
橋
本
光
寳
師
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
『
蒙
古
喇
嘛
教
史
』（
原
文
チ

ベ
ッ
ト
語
）
の
モ
ン
ゴ
ル
語
写
本
で
あ
り
、
そ
の
研
究
は
ま
だ
学
界

に
お
い
て
、
さ
し
た
る
成
果
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
研
究

会
の
成
果
は
、「
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
」
の
第
十
八
号
（
平

成
八
年
三
月
）、
第
十
九
号
（
平
成
九
年
三
月
）、
第
二
十
号
（
平
成
十

年
三
月
）、
第
二
十
一
号
（
平
成
十
一
年
三
月
）、
第
二
十
二
号
（
平
成

十
二
年
三
月
）、第
二
十
三
号
（
平
成
十
三
年
三
月
）、第
二
十
四
号
（
平

成
十
四
年
三
月
）、
第
二
十
五
号
（
平
成
十
五
年
三
月
）、
第
二
十
六

号
（
平
成
十
六
年
三
月
）、
第
二
十
七
号
（
平
成
十
七
年
三
月
）、
第

二
十
八
号
（
平
成
十
八
年
三
月
）、第
二
十
九
号
（
平
成
十
九
年
三
月
）、

第
三
十
号
（
平
成
二
十
年
三
月
）、
第
三
十
一
号
（
平
成
二
十
一
年
三

月
）、
第
三
十
二
号
（
平
成
二
十
二
年
三
月
）、
第
三
十
三
号
（
平
成

二
十
三
年
三
月
）、
第
三
十
四
号
（
平
成
二
十
四
年
三
月
）、
第
三
十
五

号
（
平
成
二
十
五
年
三
月
）、
第
三
十
六
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
）、

第
三
十
七
号
（
平
成
二
十
七
年
三
月
）、
第
三
十
八
号
（
平
成
二
十
八

年
三
月
）、
第
三
十
九
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
）、
第
四
十
号
（
平
成

三
十
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
正
大
学
綜
合
佛

教
研
究
所
の
助
成
金
に
よ
っ
て
、『「
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
」
研
究
〔
一
〕』

（
二
〇
〇
二
年
六
月
、
ノ
ン
ブ
ル
社
）、『「
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
」
研
究

〔
二
〕』（
二
〇
〇
六
年
五
月
、
ノ
ン
ブ
ル
社
）、『「
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
」

研
究
〔
三
〕』（
二
〇
一
一
年
三
月
、
ノ
ン
ブ
ル
社
）、『「
モ
ン
ゴ
ル
佛

教
史
」
研
究
〔
四
〕』（
二
〇
一
五
年
三
月
、
ノ
ン
ブ
ル
社
）
の
四
冊
を

出
版
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
巻
が
近
々
出
版
さ
れ
る
予
定
で
す
。

で
は
、
本
研
究
会
の
研
究
内
容
の
一
部
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
モ
ン
ゴ
ル
語
の
写
本
で
す
が
、
チ
ベ
ッ
ト

語
版
は
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
中
国
で
三
種
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
チ

ベ
ッ
ト
語
版
か
ら
の
翻
訳
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
語
訳
、
日
本
語
訳
、

モ
ン
ゴ
ル
語
訳
、
漢
訳
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
随
時
参
照
し
つ
つ

読
ん
で
い
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
語
版
に
お
け
る
問
題
点
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
外
来
語
を
表
記
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語

ア
リ
ガ
リ
文
字
や
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
を
巡
る
も
の
で
す
。
テ
ク
ニ

カ
ル
タ
ー
ム
の
モ
ン
ゴ
ル
語
表
記
（
あ
る
い
は
訳
）
に
つ
い
て
は
、

モ
ン
ゴ
ル
語
・
チ
ベ
ッ
ト
語
ア
リ
ガ
リ
表
記
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
還

元
ア
リ
ガ
リ
表
記
な
ど
様
々
な
表
記
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
は

あ
る
一
定
の
傾
向
（
あ
る
い
は
法
則
）
が
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
文
献



— 292 —

の
性
格
等
を
推
測
す
る
手
が
か
り
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
人
名
等
の
音
写
語
に
異
な
る
表
記
が
非
常
に
多
く
あ
る
、
と
い

う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
次
に
、
異
な
る
写
本
の
存
在
の
可
能
性
で
す
。

チ
ベ
ッ
ト
語
版
、
あ
る
い
は
翻
訳
と
の
比
較
に
よ
り
、
一
致
し
な
い

記
述
が
時
折
出
て
来
ま
す
。
確
認
を
必
要
と
す
る
所
で
す
。

本
文
献
は
政
治
史
と
仏
教
史
の
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
仏

教
文
献
と
し
て
の
特
徴
あ
る
い
は
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

明
ら
か
に
し
て
い
く
所
で
す
が
、
何
点
か
挙
げ
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
、チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
学
者（
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
）の
格
言
、

イ
ン
ド
の
龍
樹
の
言
葉
、
仏
陀
の
言
葉
、
諸
経
典
か
ら
の
引
用
が
し

ば
し
ば
あ
る
事
で
す
。
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
の
格
言
以
外
は
出
典
が

不
明
な
も
の
も
多
く
、
今
後
精
査
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、
仏
教
語
の
音
写
が
、
チ
ベ
ッ
ト
語
か
ら
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
か
ら
の
も
の
の
二
通
り
あ
る
点
で
す
。
教
理
内
容
と
合
わ
せ
て
検

討
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
研
究
会
の
活
動

・
毎
週
火
曜
日
：
18
時
〜
20
時
位
、
研
究
会

・
日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
に
参
加
（
春
季
、
Ｈ
30
・
５
・
19　

早
稲
田

大
学
。
秋
季
、
Ｈ
30
・
11
・
24
神
戸
大
学
）

今
後
の
予
定

　

毎
週
火
曜
日
：
18
時
〜
20
時
位
、
研
究
会

　

場
所
：
大
正
大
学
史
学
閲
覧
室
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頼
瑜
撰『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
訳
注
研
究
会

研
究
会
代
表　

小
宮　

俊
海

『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
は
、
新
義
真
言
教
学
の
祖
と
称
さ
れ
る

中
性
院
俊
音
房
頼
瑜
僧
正
（
一
二
二
六
〜
一
三
〇
四
）
が
、
そ
の

時
々
に
記
し
た
も
の
を
集
成
し
た
著
作
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は

一
千
三
百
二
十
余
条
に
の
ぼ
り
、
書
名
の
ご
と
く
真
言
密
教
や
仏

教
諸
宗
に
関
わ
る
事
項
は
も
と
よ
り
、
頼
瑜
自
身
の
夢
記
や
和
歌
、

さ
ら
に
は
公
家
に
対
す
る
修
法
や
諸
家
と
の
書
簡
、
和
歌
論
や
世

典
に
関
す
る
記
事
な
ど
、
そ
の
内
容
は
実
に
多
彩
で
あ
る
。
一
人

の
真
言
僧
侶
に
よ
る
教
学
的
著
作
の
域
を
超
え
、
中
世
を
生
き
た

頼
瑜
の
人
物
像
、
さ
ら
に
は
当
時
の
宗
教
文
化
や
社
会
状
況
ま
で

を
も
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

本
書
は
古
来
よ
り
三
十
巻
・
二
十
四
巻
・
十
一
巻
な
ど
種
々
の

説
が
あ
り
、
ま
た
写
本
に
よ
っ
て
巻
順
の
異
同
や
内
容
の
増
減
が

著
し
い
。
す
で
に
『
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
七
巻
に
、
高
野
山
南

院
松
永
宥
見
師
蔵
写
本
を
底
本
と
し
、
二
十
七
巻
本
の
体
裁
を
も

っ
て
活
字
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
し
て
未
だ
不

十
分
と
さ
れ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
会
は
各
所
の
諸
写
本
を
聚
集
し
校
訂
し
、
な
か

で
も
巻
数
の
揃
っ
た
最
も
古
い
写
本
で
あ
る
智
積
院
新
文
庫
蔵
本

を
底
本
と
し
て
【
本
文
】
を
作
成
し
、条
目
ご
と
に
【
校
勘
】【
訓
読
】

【
注
釈
】【
解
説
】
を
施
し
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
の
は
、
新
文
庫
蔵
本
全
二
十
五
冊
の
う
ち
、
整
理
番

号
・
新
文
庫
三
十
一
―
四
―
（
二
十
五
―
二
）
に
相
当
す
る
一
冊
の
冒

頭
部
分
（
一
丁
裏
〜
六
丁
表
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
外
題
に
「
真
俗
雑

記
巻
四
」
と
あ
り
、内
題
は
「
秘
蔵
口
伝
鈔
第
四
」
と
あ
る
。
こ
の
「
秘

蔵
口
伝
鈔
」
と
い
う
名
称
は
そ
の
内
容
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
外
題
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
ら
も
勘
案
し
、
本
書
を
「
巻
第
四
」
と
定
め
、
今
回
報
告

す
る
冒
頭
部
分
を
仮
に
「
巻
第
四
ノ
一
」
と
し
た
。

巻
第
四
ノ
一
に
収
録
さ
れ
る
条
目
は
次
の
通
り
。

・
慈
恩
釈
云
事

・
第
七
住
心
無
相
離
即
倶
過
失
事

・
一
道
之
乗
馳
三
駕
文
一
道
者
一
道
歟
事

・
以
羊
鹿
牛
喩
三
乗
事

・
唯
蘊
迷
無
性
事

・
他
縁
阻
境
智
事

・
作
論
義
於
両
方
有
三
説
事

・
両
方
論
義
二
用
同
題
倶
将
如
何
可
云
耶
事

・
進
難
問
者
取
牒
歟
事

・
初
論
義
作
過
之
時
先
沙
汰
之
歟
事

・
論
匠
随
喜
導
師
作
法
事

本
年
度
は
以
上
、
十
一
の
条
目
に
つ
い
て
各
担
当
者
を
振
り
分

け
、
研
究
会
に
お
い
て
本
文
校
訂
な
ら
び
に
訳
注
研
究
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
次
年
度
以
降
引
き
続
き
訳
注
研
究
を
進

め
、「
巻
四
ノ
二
」
を
順
次
発
表
刊
行
予
定
で
あ
る
。
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近
世
唱
導
文
芸
研
究
会

研
究
会
代
表　

北
林　

茉
莉
代

本
研
究
会
は
、
大
正
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
近
世
唱
導
関
連

文
献
の
翻
刻
お
よ
び
研
究
を
目
的
と
し
て
い
る
。
当
面
の
目
標
は
、

大
正
大
学
図
書
館
蔵
本
『
類
雑
集
』
を
広
く
学
界
に
紹
介
す
る
こ
と

で
あ
る
。『
類
雑
集
』
は
近
世
に
編
纂
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
唱
導
資

料
で
あ
り
、版
本
は
「
慶
安
四
年
辛卯
暦
十
月
吉
辰　

石
黒
庄
太
夫
板
本
」

の
奥
書
を
持
つ
も
の
と
、「
明
暦
三
丁酉
年
三
月
吉
辰
寺
町
通
圓
福
寺
前

町
秋
田
屋
平
左
衛
門
板
行
」
の
奥
書
を
持
つ
も
の
の
二
種
が
あ
る
。

ど
ち
ら
も
、
全
十
巻
お
よ
び
総
目
録
一
冊
の
計
十
一
冊
で
、
同
じ
版

木
で
刷
ら
れ
て
い
る
。
版
本
は
、
大
正
大
学
以
外
に
も
所
蔵
さ
れ
て

い
る
が
、
翻
刻
は
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
活
字
化
さ
れ
て

い
な
い
『
類
雑
集
』
の
翻
刻
作
業
は
、
非
常
に
有
意
義
で
あ
る
と
い

え
る
。

本
研
究
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教

研
究
所
年
報
』
に
一
巻
ず
つ
翻
刻
を
報
告
し
て
き
た
。
ま
た
、
翻
刻

作
業
と
同
時
に
、
引
用
文
献
の
調
査
な
ら
び
に
校
合
を
実
施
し
て
い

る
。
翻
刻
掲
載
時
に
は
、
脚
注
に
典
拠
名
と
校
異
を
示
し
た
。
ま
た
、

資
料
の
状
態
を
忠
実
に
再
現
す
る
た
め
、
書
き
入
れ
の
場
所
や
内
容

を
指
摘
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
総
勢
十
人
の
会
員
を
中
心
に
研
究
会
を
運
営
し
、
巻

九
の
翻
刻
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
三
十
年
度
『
綜
合
佛
教
研

究
所
年
報
』
に
『
類
雑
集
』
巻
九
の
翻
刻
と
出
典
考
証
を
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、「
雑
語
門
」
に
は
、
出
典
が
明
示
さ
れ

て
い
な
い
例
が
多
か
っ
た
た
め
、
翻
刻
担
当
者
だ
け
で
な
く
、
も
う

一
名
が
文
献
調
査
お
よ
び
関
係
各
所
と
の
交
渉
に
当
た
っ
た
。
そ
の

結
果
、
西
教
寺
文
庫
蔵
『
菩
提
鈔
』「
南
岳
大
師
御
詞
云
」「
千
観
内

供
八
ヶ
条
起
請
」
の
翻
刻
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
今
回

の
報
告
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
ほ
か
に
も
引
用
書
と
考
え
ら

れ
る
書
物
を
所
蔵
す
る
機
関
へ
、
閲
覧
依
頼
お
よ
び
資
料
掲
載
許
可

依
頼
を
出
し
て
い
る
。
許
可
が
下
り
次
第
、
順
次
報
告
し
て
い
き
た

い
。『

類
雑
集
』
は
国
文
学
研
究
者
に
お
い
て
、
以
前
よ
り
資
料
的
価

値
が
認
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
り
、
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
資
料
で
あ
る
。
一
刻
も
早
く

『
類
雑
集
』
全
巻
翻
刻
を
達
成
し
、
近
世
に
お
け
る
唱
導
書
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
研
究
展
望
が
拓
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
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「
大
学
と
宗
教
」
研
究
会

研
究
会
代
表　

松
野　

智
章

本
研
究
会
は
、「
大
学
と
宗
教
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、

平
成
二
二
年
四
月
に
発
足
し
た
研
究
会
で
あ
り
、
今
年
度
で
第
三
期

の
二
年
目
（
一
期
三
年
）
を
迎
え
て
い
る
。
研
究
進
捗
情
報
を
報
告

し
合
う
研
究
会
を
随
時
開
催
し
て
き
た
が
、
そ
の
う
ち
主
な
研
究
報

告
を
行
っ
た
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
研
究
報
告
会
（
二
月
）】

・
松
野
智
章
（
東
洋
大
学
）「
相
対
主
義
と
正
し
さ
の
喪
失
と
い
う

時
代
に
つ
い
て
〜
大
学
で
宗
教
を
ど
う
扱
う
の
か
〜
」

・
小
柳
敦
史
（
北
海
学
園
大
学
）「
戦
後
京
都
大
学
の
キ
リ
ス
ト
教

学
講
座
に
つ
い
て
」

・
武
井
順
介
（
立
正
大
学
）「
仏
教
系
大
学
の
僧
侶
養
成
の
実
態
に

つ
い
て
」

・
齋
藤
崇
徳
（
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
）「
キ
リ
ス
ト
教

系
大
学
の
聖
職
者
養
成
の
実
態
に
つ
い
て
」

【
研
究
報
告
会
（
八
月
）】

・
高
橋
原
（
東
北
大
学
）「
臨
床
宗
教
師
制
度
の
現
状
と
課
題
、
展

望
に
つ
い
て
」

・
山
梨
有
希
子
（
大
正
大
学
）「
宗
教
文
化
士
の
現
状
と
課
題
、
展

望
に
つ
い
て
」

・
岡
田
正
彦
（
天
理
大
学
）「
宗
教
系
大
学
（
天
理
大
学
）
に
お
け

る
建
学
の
理
念
教
育
に
つ
い
て
」

・
藤
本
頼
生
（
國
學
院
大
學
）「
戦
後
の
神
職
養
成
と
神
道
系
大
学

に
つ
い
て
」

ま
た
、
本
研
究
会
が
主
体
と
な
っ
て
平
成
三
〇
年
九
月
に
開
催
さ

れ
た
日
本
宗
教
学
会
第
七
七
回
学
術
大
会
（
大
谷
大
学
）
で
研
究
発

表
パ
ネ
ル
「
大
学
内
宗
教
者
養
成
の
歴
史
・
制
度
・
実
態
に
関
す
る

調
査
報
告
」
を
実
施
し
た
が
、
そ
こ
で
の
発
表
担
当
は
以
下
の
通
り

で
あ
っ
た
。

・
江
島
尚
俊
「
統
計
調
査
か
ら
み
る
戦
後
日
本
の
宗
教
系
大
学
」

・
藤
本
頼
生
「
國
學
院
大
學
・
皇
學
館
大
学
に
お
け
る
神
職
養
成

に
つ
い
て
」

・
武
井
順
介
「
大
学
は
い
か
に
僧
侶
を
養
成
す
る
の
か
〜
仏
教
系

大
学
の
養
成
と
そ
の
類
型
〜
」

・
齋
藤
崇
徳
「
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
お
け
る
聖
職
者
養
成
〜
制

度
比
較
に
も
と
づ
く
分
析
〜
」

さ
ら
に
平
成
三
〇
年
十
一
月
に
は
、
佛
教
文
化
学
会
（
大
正
大
学
）

に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
僧
侶
養
成
の
歴
史
と
展
望
〜
大
学
教
育

の
現
場
か
ら
〜
」
に
お
い
て
本
研
究
会
の
成
果
を
問
う
た
。
そ
こ
で

の
発
表
担
当
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

・
江
島
尚
俊
「
現
在
日
本
に
お
け
る
宗
教
系
大
学
の
動
向
」

・
元
山
公
寿
「
真
言
宗
智
山
派
に
お
け
る
僧
侶
養
成
に
つ
い
て
」

・
柴
田
泰
山
「
浄
土
宗
に
お
け
る
大
学
内
僧
侶
養
成
に
つ
い
て
〜
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宗
学
者
の
視
点
か
ら
〜
」

・
安
中
尚
史
「
日
蓮
宗
の
僧
侶
養
成
と
立
正
大
学
」

・
山
岡
三
治
「
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
の
養
成
機
関
と
し
て
の
上
智
大

学
神
学
部
の
使
命
と
課
題
」

本
研
究
会
で
は
、
現
在
、『
シ
リ
ー
ズ
大
学
と
宗
教
Ⅲ　

現
代
日

本
の
大
学
と
宗
教
』（
仮
）
を
刊
行
す
べ
く
、研
究
会
メ
ン
バ
ー
が
各
々

研
究
を
進
め
て
い
る
。
次
年
度
内
に
は
刊
行
を
で
き
る
よ
う
今
後
も

精
力
的
に
研
究
活
動
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
刊
行
作

業
と
並
行
し
て
、「
大
学
と
宗
教
」
研
究
を
世
界
的
な
視
野
の
も
と

発
展
さ
せ
る
べ
く
、
下
準
備
も
行
っ
て
い
る
。
研
究
会
有
志
を
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
十
一
月
に
は
科
研
費
へ
の
助
成
を
申
請
し
た
。
同
時

並
行
で
は
あ
る
が
、「
大
学
と
宗
教
」
研
究
が
よ
り
実
り
の
あ
る
成

果
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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室
町
期
に
お
け
る
諸
宗
兼
学
仏
教
の
研
究

研
究
会
代
表　

大
橋　

雄
人

本
研
究
会
で
は
、
室
町
期
の
仏
教
研
究
に
お
い
て
従
来
あ
ま
り
注

目
さ
れ
て
い
な
い
諸
宗
兼
学
・
融
合
思
想
を
有
し
た
仏
教
者
旭
蓮
社

澄
円
（
一
二
九
〇
―
一
三
七
二
）
の
思
想
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

澄
円
は
、
八
宗
の
教
義
に
通
じ
、
入
元
し
て
廬
山
東
林
寺
に
登
り
、

白
蓮
宗
の
優
曇
普
度
に
慧
遠
流
の
浄
土
教
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
る
。

澄
円
は
槙
尾
山
で
三
部
の
密
潅
を
受
け
、
南
都
で
登
壇
受
戒
し
、
天

台
の
承
遍
（
檀
那
院
流
）・
観
豪
か
ら
天
台
教
を
学
び
、
浄
土
教
は
九

品
寺
流
、
鎮
西
流
の
相
伝
を
受
け
、
禅
宗
で
は
虎
関
師
錬
と
の
交
流

が
確
認
で
き
、
諸
宗
の
教
義
を
遍
学
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
南
朝
の
後
村
上
天
皇
の
帰
依
を
蒙
り
、
南
朝
の
為
に
奔
走
し

て
い
る
。
そ
れ
故
、
中
国
元
代
仏
教
の
日
本
へ
の
影
響
や
皇
室
と
仏

教
者
と
の
関
係
等
、
南
北
朝
期
の
仏
教
に
関
す
る
新
し
い
研
究
が
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
書

で
あ
る
澄
円
『
浄
土
十
勝
論
』『
同
輔
助
義
』
の
書
誌
的
整
理
を
は

じ
め
、著
者
澄
円
伝
の
研
究
、『
浄
土
十
勝
論
』『
同
輔
助
義
』
の
翻
刻
・

書
き
下
し
文
・
語
注
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。
澄
円
『
浄
土
十
勝
論
』

『
同
輔
助
義
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
非
常
に
少
な
く
、思
想
史
研
究
、

書
誌
学
研
究
、
伝
記
研
究
の
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
研
究
会
参
加
者
各

位
が
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
の
も
と
個
別
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。

平
成
二
九
年
度
ま
で
の
共
同
研
究
で
は
、
翻
刻
・
書
き
下
し
文
・

語
注
作
成
を
行
っ
て
い
た
が
、
作
業
速
度
の
効
率
化
を
図
り
、
平
成

三
〇
年
度
、
第
三
巻
か
ら
は
書
き
下
し
作
業
の
み
と
し
、
注
も
出
典

の
確
認
の
み
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
三
巻
、
第
四
巻
の
書
き
下
し

作
業
を
終
了
し
た
。
な
お
、
本
『
年
報
』
に
は
紙
数
の
都
合
上
、
前

号
未
掲
載
だ
っ
た
第
二
巻
の
残
り
と
第
三
巻
分
の
み
を
中
間
報
告
と

し
て
掲
載
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
本
年
度
は
本
研
究
会
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
個
人
研

究
発
表
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

次
年
度
の
共
同
研
究
で
は
、
引
き
続
き
第
五
巻
以
降
の
書
き
下
し

作
業
を
進
め
、
個
人
研
究
に
つ
い
て
も
精
力
的
に
口
頭
発
表
や
研
究

論
文
の
発
表
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
研
究
作
業
デ
ー
タ
を
再
整
理
し
、

出
版
に
向
け
た
準
備
も
順
次
進
め
て
い
き
た
い
。

〈
参
加
メ
ン
バ
ー
〉

代
表
者 

大
橋　

雄
人

参
加
者 

吉
水　

岳
彦 

郡
嶋　

昭
示 

舍
奈
田
智
宏

 

工
藤　

量
導 

岩
津　

英
資 

杉
山　

裕
俊

 

長
尾　

隆
寛 

安
孫
子
稔
章 

勝
崎　

裕
之

 

後
藤　

史
孝 

前
島　

信
也 

春
本　

龍
彬

 
星　
　

俊
明 

青
木　

篤
史 

長
尾　

光
恵

 
里
見　

奎
周 

峯
崎　

就
裕
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中
世
東
国
仏
教
研
究
会

研
究
会
代
表　

大
八
木　

隆
祥

当
研
究
会
は
中
世
東
国
仏
教
の
実
態
解
明
を
目
的
に
発
足
し
た

も
の
で
あ
り
、
現
在
は
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
、
国
宝
・
称

名
寺
聖
教
の
写
本
『
仙
芥
集
』（
一
三
函
―
一
―
一
〜
三
二
）
の
翻
刻

を
進
め
て
い
る
。『
仙
芥
集
』
は
鎌
倉
時
代
の
真
言
僧
で
あ
る
定
仙

（
一
二
三
三
―
一
三
〇
二
）
の
受
法
記
録
を
、
定
仙
の
弟
子
の
智
照
が

テ
ー
マ
ご
と
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
研
究
会
で
は
昨
年
度
ま
で
に
一
三
函
―
一
―
一
か
ら
二
〇
ま
で

の
二
十
冊
の
翻
刻
を
終
え
て
お
り
、
本
年
度
は
二
一
か
ら
二
七
ま
で

の
七
冊
を
翻
刻
し
、
こ
れ
を
今
号
に
掲
載
し
た
。

以
下
、
本
年
度
翻
刻
分
の
概
要
を
記
す
。

①
一
三
函
一
―
二
一
「
金
剛
界
口
伝
」

奥
書
に
よ
れ
ば
、
定
仙
に
よ
り
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
二
月
五

日
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
誰
の
口
伝
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

本
文
の
記
述
か
ら
推
察
す
る
に
勧
修
寺
流
の
金
剛
界
次
第
に
つ
い
て

の
口
伝
か
。
記
述
は
簡
略
で
達
意
的
で
あ
る
の
で
、
已
達
向
け
の
伝

授
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
一
三
函
一
―
二
二
「
胎
蔵
界
口
伝
」

巻
中
識
語
に
は
阿
闍
梨
や
法
流
の
名
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
健
治

三
年
二
月
九
日
記
之
了
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
の
一
三
函
一
―

二
一
『
金
剛
界
口
伝
』
と
一
具
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

③
一
三
函
一
―
二
三
「
三
宝
院
駄
都
次
第
口
伝
」

三
宝
院
流
の
駄
都
法
と
両
界
に
つ
い
て
意
教
上
人
頼
賢
の
口
伝
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
定
仙
が
頼
賢
か
ら
直
接
受
法
し
た

も
の
で
は
な
く
、
頼
賢
の
伝
を
受
け
た
別
の
人
か
ら
の
伝
聞
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
。
受
法
時
期
と
本
冊
執
筆
時
期
か
ら
、
義
能
と
公
然

か
ら
聞
き
及
ん
だ
頼
賢
の
口
伝
を
中
心
に
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

④
一
三
函
一
―
二
四
「
瑜
祇
灌
頂
私
抄
」

『
瑜
祇
経
』
に
基
づ
く
特
殊
な
灌
頂
「
瑜
祇
灌
頂
」
に
関
す
る
口

伝
を
集
成
し
た
も
の
。
本
文
か
ら
、
勧
修
寺
流
の
増
瑜
と
定
祐
、
金

剛
王
院
流
の
能
海
か
ら
受
け
た
瑜
祇
灌
頂
に
つ
い
て
の
口
伝
を
記
し

た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
共
に
勧
修
寺
流
の
覚
宗
の
資
で
あ
る
願
行
房

憲
静
と
殿
法
印
良
宝
の
伝
に
つ
い
て
は
受
法
で
は
な
く
た
だ
聞
い
た

話
と
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
永
仁
四
年

（
一
二
九
六
）
九
月
二
日
に
定
仙
の
住
房
で
あ
る
鎌
倉
亀
谷
新
清
凉
寺

釈
迦
堂
に
お
い
て
、
定
仙
が
同
法
四
人
に
対
し
て
瑜
祇
灌
頂
を
授
け

た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

⑤
一
三
函
一
―
二
五
「ho m

a

要
抄
」

本
冊
か
ら
の
三
冊
は
護
摩
に
つ
い
て
の
口
伝
で
あ
る
。
本
文
の
記
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述
か
ら
は
勧
修
寺
流
の
口
伝
を
中
心
に
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
余
流
の
伝

と
比
較
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
容
は
表
紙
裏
に
「
指
環
事
／

作
壇
事
〈
付
橛
五
色
〉
／
破
壇
事
」
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
執
筆
時

期
と
内
容
、
ま
た
他
冊
と
の
関
連
か
ら
、
憲
静
が
相
承
す
る
勧
修
寺

流
栄
然
方
の
伝
を
中
心
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

⑥
一
三
函
一
―
二
六
「ho m

a

要
抄
〈
行
海
〉」

前
冊
と
同
じ
「
護
摩
要
抄
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
が
、
前

冊
が
作
壇
作
法
や
破
壇
作
法
、
あ
る
い
は
指
環
と
い
っ
た
護
摩
の
行

法
以
外
に
つ
い
て
の
口
伝
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本

冊
は
表
紙
裏
に
「
行
事
／
八
千
枚
／
不
審
条
々
」
と
あ
る
通
り
、
勧

修
寺
流
の
護
摩
の
行
法
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
口
伝
を
記
し
た
も
の

で
あ
る
。
前
半
一
〇
丁
表
ま
で
が
護
摩
の
行
法
に
つ
い
て
正
応
六
年

（
一
二
九
三
）
二
月
に
記
さ
れ
た
も
の
、
一
〇
丁
裏
か
ら
の
八
千
枚
護

摩
の
口
伝
と
な
る
。
前
・
後
半
と
も
に
本
文
中
に
は
「
卿
阿
闍
梨
」

と
多
く
記
さ
れ
、
卿
阿
闍
梨
増
瑜
の
口
伝
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
。
一
方
で
、諸
師
、諸
流
の
伝
も
記
さ
れ
比
較
さ
れ
て
い
る
。

⑦
一
三
函
一
―
二
七
「ho m

a

私
記
」

本
冊
は
、
前
冊
の
一
〇
丁
表
の
奥
書
ま
で
の
文
章
と
全
同
で
あ
る
。

以
上
七
冊
を
も
っ
て
本
年
度
を
終
え
た
。
来
年
度
は
本
年
度
翻
刻

分
に
続
く
二
八
か
ら
、
最
終
帖
と
な
る
三
二
ま
で
の
五
本
を
翻
刻
し
、

『
仙
芥
集
』
の
翻
刻
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
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仏
教
文
化
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

研
究
会
代
表　

森　
　

覚

仏
教
文
化
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
で
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
地

域
宗
教
と
し
て
成
立
し
た
仏
教
を
世
界
宗
教
へ
発
展
さ
せ
た
メ
デ
ィ

ア
の
力
と
、
諸
媒
体
よ
り
生
成
さ
れ
た
人
間
像
と
世
界
観
を
め
ぐ
る

宗
教
表
象
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
我
々
の
取
り
組
み
で
は
、
宗

教
表
象
に
反
映
さ
れ
た
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
変
容
す
る
思
想
、
価

値
観
、
習
俗
、
政
治
、
経
済
、
宗
教
と
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど

の
諸
要
因
を
読
み
と
り
、
こ
れ
ら
を
内
包
す
る
文
化
現
象
と
し
て
の

仏
教
が
、
い
か
な
る
媒
体
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
宗
教
表
象
を
生
み

出
し
、
個
人
や
集
団
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら

か
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
宗
教
者
や
研
究

者
に
と
ど
ま
ら
ず
世
間
一
般
の
幅
広
い
人
々
と
繋
が
っ
て
き
た
仏
教

の
社
会
的
側
面
に
光
を
あ
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

仏
教
と
社
会
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
経
典
や

教
理
に
関
す
る
文
献
学
や
思
想
史
、
な
ら
び
に
仏
教
史
、
仏
教
美
術

史
な
ど
の
分
野
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
膨
大
に

蓄
積
さ
れ
た
そ
の
研
究
成
果
が
今
日
に
お
け
る
学
術
的
言
説
の
基
盤

を
な
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
方
で
、
既
存
の
学
術

領
域
か
ら
と
り
こ
ぼ
さ
れ
た
事
例
も
い
ま
だ
存
在
し
て
お
り
、
近
年

は
、
こ
の
よ
う
な
対
象
に
学
際
的
な
手
法
を
も
っ
て
光
を
あ
て
よ
う

と
す
る
動
き
も
生
じ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
か

ら
最
新
の
成
果
が
報
告
さ
れ
始
め
、
新
た
な
研
究
課
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
も
の
に
、
メ
デ
ィ
ア
と
表
象
が
織
り
な
す
宗
教
文
化
に
関
す
る

論
考
が
あ
げ
ら
れ
る
。

古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
説
か
れ
た
ブ
ッ
ダ
の
教
え
は
、
書
物
・
絵

画
・
塑
像
・
建
築
・
音
楽
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
宗
教
者
や

特
権
階
級
だ
け
で
な
く
、
文
字
を
読
め
な
い
大
衆
の
間
で
も
広
く
受

容
さ
れ
、
世
界
各
地
に
教
線
を
拡
大
し
て
い
く
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で

は
、
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
社
会
や
習
俗
と
接
触
し
、
時
に

反
発
と
葛
藤
を
生
じ
さ
せ
な
が
ら
文
化
的
融
合
を
遂
げ
、
当
初
の
形

態
と
は
異
な
る
信
仰
形
態
が
生
じ
る
。
有
史
以
来
、
人
間
が
用
い
て

き
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
異
文
化
圏
を
越
境
し
、
世
界
各
地
の
風
土
や
生

活
と
交
わ
る
こ
と
で
、
多
元
性
を
帯
び
て
い
っ
た
こ
の
仏
教
を
、
現

在
に
い
た
る
ま
で
可
視
化
し
続
け
て
き
た
。
諸
媒
体
は
、
媒
介
作
用

に
よ
っ
て
観
念
的
な
教
理
を
身
体
的
に
認
識
可
能
な
言
語
や
形
象
と

し
、
不
特
定
多
数
の
人
々
が
そ
の
信
仰
に
接
す
る
状
況
を
実
現
し
た
。

だ
が
そ
こ
で
伝
え
ら
れ
る
内
容
が
難
解
な
教
理
教
学
ば
か
り
で
な
か

っ
た
こ
と
は
、
仏
教
を
象
徴
し
具
現
化
す
る
多
種
多
様
な
表
象
が
生

成
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
新
た
な
仏
教
徒
が
再
生
産
さ
れ
て
き
た
歴
史

か
ら
も
う
か
が
い
知
れ
る
。

本
研
究
会
が
注
視
し
て
き
た
の
は
、
正
に
そ
う
し
た
世
間
一
般

の
人
々
が
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
接
す
る
仏
教
の
表
象
で
あ
り
、
な
か

で
も
仏
教
に
関
連
づ
け
て
説
か
れ
て
き
た
人
間
像
や
世
界
観
の
宗
教

表
象
と
、
そ
れ
を
生
成
さ
せ
て
き
た
仏
教
文
化
と
な
る
。
第
二
期
目

の
研
究
活
動
が
承
認
さ
れ
た
現
在
は
、
こ
の
研
究
テ
ー
マ
を
よ
り
具
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体
的
な
も
の
に
す
る
べ
く
仏
教
的
人
間
像
へ
と
焦
点
を
絞
り
、
近
代

メ
デ
ィ
ア
が
生
成
し
た
ブ
ッ
ダ
の
表
象
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
て
い

る
。
近
代
は
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
が
仏
教
に
接

し
た
時
代
で
あ
り
、
そ
う
し
た
媒
体
か
ら
読
み
と
れ
る
ブ
ッ
ダ
の
表

象
は
、
仏
教
の
み
な
ら
ず
、
思
想
、
価
値
観
、
習
俗
、
政
治
、
経
済
、

芸
術
な
ど
の
文
化
的
諸
要
因
と
関
わ
り
続
け
な
が
ら
生
成
さ
れ
て
き

た
。
そ
こ
で
現
状
の
課
題
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
ブ
ッ
ダ
の
表
象
を

考
察
す
る
こ
と
で
、
社
会
と
仏
教
と
の
接
続
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
文

化
的
諸
相
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
年
度
は
、『
ブ
ッ
ダ
の
変
貌　

交
錯
す
る
近
代
仏
教
』（
法
藏
館
）、

『
現
代
宗
教
二
〇
〇
八　

特
集
メ
デ
ィ
ア
が
生
み
出
す
神
々
』（
秋
山

書
店
）、『
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
化
す
る
宗
教
』（
青
弓
社
）、『
シ
リ
ー
ズ
日

本
人
と
宗
教　

近
世
か
ら
近
代
へ
５　

書
物
・
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
』

（
春
秋
社
）、『「
イ
タ
コ
」
の
誕
生　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
宗
教
文
化
』（
弘

文
堂
）
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
と
宗
教
表
象
に
関
す
る
先
行
研
究
の
読
み

合
わ
せ
を
し
、
ま
た
同
時
に
、
研
究
分
担
者
も
各
自
の
論
考
課
題
を

報
告
し
た
。
来
年
度
は
、
本
年
度
に
意
見
交
換
し
た
こ
れ
ら
の
内
容

と
共
通
認
識
を
も
と
に
、
執
筆
し
た
論
文
草
稿
を
揃
え
た
中
間
報
告

を
実
施
し
厳
密
な
検
証
へ
移
り
た
い
。
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梵
語
仏
典
研
究
会

研
究
会
代
表　

横
山　

裕
明

本
研
究
会
は
、
大
正
大
学
の
伝
統
的
な
梵
語
仏
典
研
究
を
受
け
継

ぐ
研
究
会
と
し
て
、
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
従
来
の
「
声
聞
地
研
究

会
」・「
律
経
研
究
会
」・「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
修
辞
法
研
究
会
」
と
い

う
三
つ
の
研
究
会
を
一
つ
に
統
合
し
て
始
動
し
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の

研
究
会
の
実
体
は
研
究
グ
ル
ー
プ
と
し
て
保
持
し
つ
つ
、
グ
ル
ー
プ

間
の
行
き
来
を
自
由
に
し
て
研
究
者
の
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
で

伝
統
的
学
問
の
継
承
と
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
研
究
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
各
研
究
グ
ル
ー
プ
は
引
き
続
き
の
内
容
と
し
て
次

の
研
究
活
動
を
行
っ
た
。

ま
ず
声
聞
地
グ
ル
ー
プ（
昭
和
五
十
四
年
度
よ
り
共
同
研
究
を
開
始
）

は
、
第
一
瑜
伽
処
か
ら
第
四
瑜
伽
処
ま
で
の
全
四
章
か
ら
な
る
『
瑜

伽
論
声
聞
地
』
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
訳
註
を
作
成
し
て
い
る
。
平
成

二
十
九
年
度
に
「
第
三
瑜
伽
処
」
の
出
版
を
終
え
、本
年
度
よ
り
「
第

四
瑜
伽
処
」
の
校
訂
を
開
始
し
た
。
本
年
度
は
『
瑜
伽
論　

声
聞
地

第
三
瑜
伽
処
―
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
テ
キ
ス
ト
と
和
訳
』
の
発
送
作

業
を
行
う
と
と
も
に
、「
第
四
瑜
伽
処
」
校
訂
の
方
針
を
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
す
で
に
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
「
第
四
瑜
伽
処
」
前
半

部
の
「
世
間
道
」
に
つ
い
て
は
校
訂
の
優
先
順
位
が
低
い
と
判
断
し
、

後
半
部
の
「
出
世
道
」
の
研
究
に
着
手
し
た
。
現
在
は
「
出
世
道
」

の
十
六
種
事
ま
で
の
検
討
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
律
経
グ
ル
ー
プ
（
平
成
十
四
年
度
よ
り
共
同
研
究
を
開
始
）

は
、
平
成
十
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
チ
ベ
ッ
ト
・
ウ
メ
字
転
写
梵
文

写
本
集
成
影
印
版
』
に
含
ま
れ
る
『
律
経
』
お
よ
び
『
律
経
自
註
』

写
本
の
解
読
を
進
め
て
い
る
。
本
年
度
は
、
昨
年
度
ま
で
に
投
稿
し

た
「
律
経
の
研
究 

⑽
」
に
続
き
「
雑
事
（K

≈udrakavastu

）」
の
解

読
を
進
め
た
。
ま
た
、
本
年
度
は
成
都
の
四
川
大
学
に
お
い
てLuo 

H
ong

教
授
と
共
に
、T

he Second International W
orkshop 

for G
u∫aprabha’s V

inayas∑tra

を
開
催
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
お
い
て
は
『
律
経
』
お
よ
び
『
律
経
自
註
』
の
「
破
羯
磨

事
（K

arm
abhedavastu

）」
に
つ
い
て
写
本
か
ら
内
容
を
検
討
し
た
。

ま
た
、
次
年
度
に
つ
い
て
は
上
海
の
復
旦
大
学
に
お
い
て
復
旦
大
学
、

四
川
大
学
、
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
律
経
グ
ル
ー
プ
の
共
催

でT
he T

hird International W
orkshop for G

u∫aprabha’s 
V
inayas∑tra

を
開
催
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

最
後
に
修
辞
法
グ
ル
ー
プ
（
平
成
十
九
年
度
よ
り
共
同
研
究
を
開

始
）
は
、
全
五
章
か
ら
な
る
ヴ
ァ
ー
マ
ナ
（V

ā m
ana

）
著
『
詩
の
修

辞
法
の
手
引
・
註
（K

åvyålaµ
kåras∑trav˚tti

）』
の
ロ
ー
マ
ナ
イ

ズ
と
訳
註
を
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
順
次
、
当
研
究
所
年
報
に
発
表

し
て
い
る
。
本
年
度
は
第
五
章
の
読
解
を
進
め
て
き
た
。「［
詩
作
へ

の
］
使
用
に
つ
い
て
（pråyogika-

）」
と
称
す
る
第
五
章
は
、
二
つ

の
課
か
ら
成
り
、
全
一
〇
九
の
ス
ー
ト
ラ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
一
七

の
ス
ー
ト
ラ
か
ら
成
る
第
一
課
は
「
詩
の
慣
習
（kåvyasam

aya-

）」

を
主
題
と
し
、
九
二
の
ス
ー
ト
ラ
か
ら
成
る
第
二
課
は
「
言
葉
の
正

確
化
（ßabdaßuddhi-

）」
を
主
題
と
し
て
い
る
。
な
お
、
第
五
章
第
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二
課
を
正
確
に
解
読
す
る
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
学
の
知
識
も

要
す
る
た
め
、
文
法
学
に
関
す
る
先
行
研
究
も
併
読
し
て
い
る
。
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
修
辞
学
に
関
す
る
研
究
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献

の
厳
密
な
解
釈
な
ら
び
に
翻
訳
法
の
確
立
に
も
役
立
つ
こ
と
が
こ
の

一
二
年
間
の
共
同
研
究
か
ら
判
明
し
て
い
る
の
で
、
イ
ン
ド
・
ア
ー

リ
ヤ
語
の
原
典
を
扱
う
幅
広
い
分
野
の
研
究
者
に
積
極
的
な
参
加
を

呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
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密
教
聖
典
研
究
会

研
究
会
代
表　

駒
井　

信
勝

当
研
究
会
で
は
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
と
『
理
趣
広
経
』
の

二
本
の
経
典
を
読
み
進
め
て
い
る
。

ま
ず
前
者
の
方
は
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
梵
文
写
本
影
印

版
』
を
基
礎
資
料
と
し
、
対
応
す
る
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
お
よ
び
漢
訳
を

適
宜
参
照
し
な
が
ら
精
読
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
は
、

「Transcribed Sanskrit Text of the A
m

oghapåßakalparåja 

（I

）
〜
（V

II

）」、
お
よ
び
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
校
訂
テ
キ
ス
ト
の

Prelim
inary Edition

に
試
訳
を
加
え
る
形
式
で
研
究
成
果
を
報
告

し
た
「A

m
oghapåßakalparåja: Prelim

inary Edition 

お
よ
び

和
訳
註
⑴
〜
⑶
」
と
し
て
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
に

お
い
て
報
告
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
方
法
で
は
、
全
て
の
写
本
の
テ
キ
ス
ト
を
報
告
し

終
わ
る
ま
で
に
多
く
の
年
月
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
昨
年
度
か
ら
は
、『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
へ
の
報

告
を
一
度
中
断
し
、
担
当
者
た
ち
が
各
自
残
り
の
写
本
を
テ
キ
ス
ト
化

す
る
作
業
を
進
め
て
い
る
。
同
時
に
、
既
に
発
表
済
み
の
箇
所
に
関
し

て
も
、
同
じ
体
裁
で
テ
キ
ス
ト
の
公
開
が
で
き
る
よ
う
に
入
力
を
行
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
度
経
典
全
体
の
テ
キ
ス
ト
を
公
開
し
、
そ
の

後
改
め
て
、 『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
に
お
い
て
、
詳
し

い
内
容
を
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

後
者
の
方
は
、『
理
趣
広
経
』
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
作
成
と
そ
の
読
解

を
行
な
っ
て
い
る
。

本
経
は
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
に
お
い
て
、
前
篇
の
「
般
若
分
」

（Ír¥param
ådya-nåm

a-m
ahåyånakalparåjå

）
と
、
後
篇
の
「
真

言
分
」（Írī param

ådya-m
antrakalpakha∫∂a-nåm

a

）
に
二
分
さ

れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
度
の
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所

年
報
』
に
お
い
て
、
前
半
部
分
に
相
当
す
る
「
般
若
分
」
の
校
訂
テ
キ

ス
ト
の
報
告
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
会
で
は
「
真
言
分
」
に
入
り
、
現
在
は
第
八
章
の
テ
キ
ス
ト
作

成
と
読
解
を
行
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
年
度
の
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
に
は
、『
理

趣
広
経
』「
真
言
分
」
第
一
章
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
校
訂
テ
キ
ス
ト
を
報

告
す
る
。

今
後
も
両
経
の
全
容
解
明
を
目
指
し
て
文
献
学
的
研
究
を
継
続
し
、

そ
の
成
果
を
報
告
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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仏
教
史
料
研
究
会

研
究
会
代
表　

石
井　

正
稔

当
研
究
会
は
歴
史
学
の
立
場
か
ら
古
文
書
や
古
記
録
と
い
っ
た
仏

教
関
係
史
料
を
取
り
扱
い
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
二
八
年
度
よ
り
新
規
に
立
ち
上
げ
二
年
間
の
助
走
期
間
を
経
て
、

平
成
三
〇
年
度
よ
り
本
走
に
入
っ
た
研
究
会
で
あ
る
。

本
走
期
間
で
も
、
平
成
二
八
年
九
月
に
調
査
を
実
施
し
た
、
真
言

宗
豊
山
派
金
乗
院
（
千
葉
県
野
田
市
清
水
）
の
史
料
調
査
お
よ
び
内

容
の
整
理
作
業
を
継
続
し
て
進
め
て
い
る
。

金
乗
院
は
、
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
、
近
世

期
に
は
本
寺
と
檀
林
の
寺
格
を
有
し
、
近
隣
寺
院
を
統
括
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
同
寺
に
は
、
檀
林
・
本
末
関
係
な
ど
を
示
す

史
料
群
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
同
寺
の
蔵
に
は
古
典
籍
を
含
む
史

料
が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
金
乗
院
所
蔵
史
料
は
市
史

や
県
史
な
ど
に
も
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
未
整
理
の
状
態
で
あ
る
。

昨
年
度
ま
で
は
文
書
・
記
録
類
を
中
心
に
史
料
整
理
を
進
め
る
と

同
時
に
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
で
デ
ー
タ
の
入
力
作
業
を
分
担
し
て
目

録
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
き
た
。

今
年
度
の
主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
①
目
録
の
精
度
を
上
げ
る
。

②
『
大
衆
帳
（
交
衆
帳
）』
の
入
力
。
以
上
、二
つ
の
作
業
に
着
手
し
た
。

①
に
つ
い
て
、
作
成
し
た
目
録
デ
ー
タ
の
基
礎
部
分
は
出
来
て
お

り
、【
主
題
】【
文
書
種
類
（
形
態
の
別
）】【
年
月
日
】【
奥
付
内
容
】【
備

考
】
と
い
う
五
つ
の
項
目
を
立
て
て
い
る
。

更
に
そ
こ
か
ら
精
度
を
上
げ
る
為
、
目
録
の
項
目
ご
と
に
詳
細
な

検
討
を
加
え
る
作
業
（
例
え
ば
、
目
録
中
の
【
文
書
種
類
】
と
い
う
項

目
で
「
書
状
」
と
分
類
さ
れ
て
い
る
文
書
が
ど
の
よ
う
な
「
書
状
」
な

の
か
を
判
別
す
る
こ
と
。
各
文
書
に
概
要
を
加
え
る
こ
と
。
枝
番
号
を

付
与
し
た
文
書
の
検
討
等
）
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

②
に
つ
い
て
、
研
究
会
の
立
ち
上
げ
当
初
よ
り
着
目
し
て
い
た

史
料
の
一
つ
で
あ
る
『
大
衆
帳
』
は
、
文
政
年
間
（
一
八
一
八
〜

一
八
三
〇
）
の
本
山
と
の
交
衆
に
係
る
も
の
で
、
論
議
（
報
恩
講
）
が

実
施
さ
れ
る
度
に
作
成
さ
れ
た
名
簿
で
あ
る
。
一
覧
す
る
と
、
法
臈

の
浅
い
者
が
年
を
重
ね
る
毎
に
上
座
へ
と
昇
っ
て
い
き
、
や
が
て
は

名
簿
上
か
ら
名
前
を
消
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
に
、
上
座

に
い
て
名
前
が
消
え
た
者
で
も
、
一
定
の
期
間
を
経
る
と
再
び
名
前

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
内
容
か
ら
金
乗
院
を
拠
点
と
し
在

地
に
お
い
て
活
動
し
た
僧
侶
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
大
衆
帳
』
の
作
業
も
研
究
会
メ
ン
バ
ー
全
員
で
デ
ー
タ
の
入
力

を
分
担
し
て
お
こ
な
い
、
作
業
は
概
ね
終
了
し
て
い
る
。
今
後
は
デ

ー
タ
を
統
合
し
メ
ン
バ
ー
全
員
で
の
解
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
を
読

み
説
い
て
い
く
等
の
確
認
を
お
こ
な
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

次
年
度
も
①
・
②
の
作
業
を
進
め
て
い
く
が
、
一
旦
、『
大
衆
帳
』

の
作
業
を
優
先
的
に
お
こ
な
い
、
年
報
等
の
紙
面
に
掲
載
し
、
成
果

と
し
て
発
表
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

更
に
、
取
り
扱
っ
て
い
る
史
料
の
性
質
上
、
寺
院
の
本
末
関
係
・

檀
林
制
度
・
移
転
寺
制
度
と
い
っ
た
近
世
新
義
真
言
宗
史
の
実
態
に
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つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
が
あ
る
。

そ
う
し
た
知
識
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
研
究
会
を
進
め
て
い
き
た
い
。


